
⽇本天⽂学会 2021 年春季年会のアンケート結果
年会実⾏委員会

2021 年春季年会は，3⽉16⽇(⽕)から 19⽇(⾦)の 4 ⽇間，東京⼯業⼤学⼤岡⼭キャンパス
（東京都⽬⿊区）にて開催予定であったが，新型コロナウイルス感染拡⼤の影響を考慮し，
完全オンラインでの開催とした．⽇本天⽂学会年会として 2 回⽬のオンライン開催であっ
た。以下に年会後に実施したアンケートの結果について報告する。

アンケートは Google フォームで実施し、講演者と視聴者を分けて集計した。アンケート
の回答数は以下であった。

講演者回答数：171 件
視聴者回答数：120 件

次ページから個々の質問の結果について報告する。
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質問 1. ２回⽬のオンライン開催でしたが、全体的にいかがでしたでしょうか。 
とてもよかった 
よかった 
まあまあよかった 
普通だった 
あまりよくなかった 
よくなかった 

 
講演者の回答 

 
視聴者の回答 

 
 
コメント：よかったという意⾒が⼤半だった．よくなかったという回答の多くは研究交流が
⼗分ではないことに対する意⾒だった． 
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質問 2. 今回、講演形式は a 講演（⼝頭発表）と b 講演（３分＋ポスター）で⾏いました。
もし今後オンライン開催が⾏われる場合、講演形式はどうするのがよいでしょうか。

a 講演のみでよい
a 講演と b 講演（⼝頭 3 分＋ポスター）がよい
a 講演と c 講演（⼝頭なし）がよい
a 講演，b 講演，c 講演がよい

講演者の回答

視聴者の回答

コメント：a 講演と b 講演で良いという回答が⼤半でしたが，c 講演も希望する意⾒が 2 割
弱あったため，講演機会の促進のため 2021 年秋季年会では a，b，c 講演を実施しました． 
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質問 3. ポスター発表はウェブ掲載＋slack（コアタイムあり）という形式で⾏いました。も
し今後オンライン開催が⾏われる場合、ポスター発表はどうするのがよいでしょうか。 

今回の形式で良い 
  今回の形式で良いが，コアタイムは必要ない 
  ウェブ掲載＋slack に加え、Zoom のブレイクアウトルームなどを使って直接対話でき

るようにしてほしい 
  セッションの Zoom だけがあれば良く，slack など追加の場は必要ない 
  その他 
 
講演者の回答 

 
視聴者の回答 

 
 
コメント：ウェブ掲載と Slack の組み合わせで良いという回答が⼤半を占めた⼀⽅，ブレー
クアウトルームなど直接対話での議論の場を求める声も 3−4 割ありました．リソースの問
題から 2021 年秋季年会では導⼊に⾄りませんでしたが，引き続き検討いたします． 
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質問 4. ２時間のセッションの最後に 10 分程度質疑応答の時間を設定しました。もし今後
オンライン開催が⾏われる場合、どうするのがよいでしょうか。

今後のオンライン開催でもあった⽅がよいと思う
今後のオンライン開催では必要ない
その他

講演者の回答

視聴者の回答

コメント：今後も最後の議論の時間があった⽅がよいとの回答が⼤半を占めましたが，セッ
ション時間のより効率的な利⽤を求める声も⼀部ありました．
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質問 5. 今回、slack では、全てのセッションと全ての講演にチャンネルを設定しました。も
し今後、slack を使う場合、チャンネルはどのように設定するのがよいでしょうか。

今回と同じ（セッションごとのチャンネル＋全ての講演のチャンネル）でよい
セッションごとのチャンネルのみでよい
セッションごとのチャンネル＋各 b 講演のチャンネルがよい
その他

講演者の回答

視聴者の回答

コメント：すべての講演のチャンネルがある⽅が良いという回答が⼤半でした．セッション
ごとと個別の講演のチャンネルの使い分けに混乱があるようでしたので，秋季年会では
slack 利⽤⽅法のアナウンスを丁寧に⾏うこととしました．
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質問 6. 現在、天⽂学会年会では、⼝頭発表賞やポスター賞などを設定していません。⼝頭
発表賞やポスター賞はあった⽅がよいと思われますか。（注：もし賞を創設する場合、賞の
名称は変更されると思います）

⼝頭発表とポスター賞，２種類の賞があった⽅がよい
⼝頭発表とポスター賞の区別なく⼀つの賞があった⽅がよい
⼝頭発表賞のみあった⽅がよい
ポスター賞のみあった⽅がよい
賞はなくてよい
その他

講演者の回答

視聴者の回答

コメント：半数以上の⽅がなんらかの賞があると望ましいと回答されましたが，公平性や負
担など審査を⾏う上での課題を指摘する声も多い結果でした．
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質問 7. 賞があった⽅がよいと答えた⽅はお答えください。賞を授与する対象はどうするの
がよいでしょうか。

学⽣のみ
学⽣とポスドクのみ
すべての発表者
その他

講演者の回答

視聴者の回答

コメント：授与対象についての回答は⽐較的分かれました．学⽣とポスドクを対象とする回
答がやや多いですが，他学会での運⽤⽅法なども踏まえ検討を続けたいと思います．
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